　








≪学習問題≫


封筒から長方形のカード(縦５cm，横10cm)を引き出すとき，封筒から出ている横の長さが変われば，


それにともなって変化する量は何か求


め，表やグラフに表しましょう。























①本時を構想する上でポイントとなる素地


○問題解決のための知識・技能


・ともなって変わる二つの数量の関係の特徴を表とグラフ(比例のみ)から比例や反比例ととらえている。


○既習とつなぐ見方・考え方


・表を縦に見て対応している値の比や積について，また，横に見て対応している倍の関係について考察する経験をしている。


○共同追究でのゆさぶり


・見出した関数は比例や反比例なのか表やグラフから考察する。


○ゆさぶりに対応する経験


・比例について,表の縦や横の見方，グラフの特徴から判断できる。


・反比例について,表の縦や横の見方を根拠にして判断できる。


・文字部分が同じ場合，係数で比較できることを学習している。
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≪定着・活用問題≫





授業計画･実施記録


　





















































主眼





≪学習問題≫








ｶｰﾄﾞ





封筒





②見通し: 出ている長方形の横の長さが変われば，それにともなってどんな数量が変わるのだろうか。


→操作を通して，ともなって変わる長さや面積がありそうだ。





１　課題とまとめを一体のものとしてとらえるには





②学習課題: 出ている長方形の横の長さが変われば，それにともなってどんな長さや面積が変わるのか表やグラフに表そう。





⑤まとめ（児童生徒の言葉で）


・片方の数量が変わると（決まると），それにともなってもう片方の数量が変わる（決まる）関係が関数関係と言うんだ。


・表やグラフの特徴に照らし合わせることによって，比例や反比例なのかどうかを判断することができる。


・出ている面積が比例で，他は比例や反比例ではないんだ。


・多項式からxの係数も数の項もすぐわかる公式として使える。





③個人追究: 長方形を引き出す操作を通して,，出ている長方形の横の長さにともなって変わる数量を見つける。





④共同追究前半（解法の比較検討）


「見つけ出した辺の長さや面積は，出ている横の長さにともなって変わると言えるだろうか」


→「出ている横の長さが変われば，出ている，または，隠れている長方形の周の長さ，対角線の長さ，面積も変わる」








④共同追究後半（思考を深める）


「見つけ出した辺の長さや面積は，出ている横の長さと比例や反比例の関係にあるのだろうか？」


→「表を縦に見て対応している値の比や積について，横に見て対応している倍の関係について調べてみよう」


「グラフが，原点を通る直線になるかどうか調べてみよう」





⑥定着･活用問題


図形を正三角形や正方形などに変えたとき，ともなって変化する二つの数量は何か考えましょう。








＜本時の展開に当たっての留意点＞


・封筒と長方形の1cm方眼が入った縦５cm，横10cmの工作用紙を一人一人に手渡し，操作しながら横の長さにともなって変わる長さや面積を発見させる。また，要求に応じて計算機を提供する。


・従属変数別のグループを作り，互いのデータを一つの表やグラフに集めたり，データが不足している部分を分担したりして協力しながらデータを収集し，表やグラフに表すように働きかける。





【板書計画】








